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仙を卜F;立西多賀小学校

鶏匙は ?

宮城県は、震度 5強 以上の大地震がいつ発生してもおかしくな` 状ヽ 兄こあります。

震度 6弱 以上の大地震では、過去の経験からも、電話が不通となり、学校と保護者の

連絡があれなくなります。

児童が学校にいる時にこのような大地震が発生した場合には 安 全確供のために児童

だけでの下校はさせず、学校で児童を保誰し、保護者又は保護者の指定した方の来校

を行つて、確認しながら弓|き渡します。

児童の引受ノ、は、原則|として 「軍き急連絡月|(1き 演し)カ ード」に説ブ、された方に限

定します。こヨ頃から、誰が迎えにいくかをお子さんに教えておいてください.

やむを得ない事情がある場合には、身元が確認できるその他の引受人に児童を引き

渡す場合もあります。

仕三などの都合でどう上 ても引迎塁とJこ去られない家庭`2室と室!よ、保護者文は保護者

の指定した引受人が来校するまで、埜難所となる学校に樫坐≧生きま室._

(訓線の時は、教職員が引率して集団下検します))

児童を=き 渡す場所は、原則として校庭としますが、状況によって変わります.
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「緊急時の引受人」の記入について

●

　

●

3イ十分の対すがあります で きるだけ

5支 人|■ い ち, (づ き受 すに大| ,

セ名以 上,方 を二十ませ くiふ tヽ

おる可能 ■“高い 与|ち l l に二記入ください

学校は ?


